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第Ⅰ章　藤並地区遺跡の歴史的環境

第1節　遺跡の地理的環境
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第2節　遺跡周辺の歴史的環境
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藤並地区遺跡
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埋蔵文化財包蔵地  表１　藤並地区遺跡と周辺の遺跡地名一覧
遺跡番号 遺跡名 所在地 種　別 時　代 立　地 摘　要
有田川町（旧吉備町域）
1 田殿廃寺跡 田口 寺院跡 奈良 丘陵裾 瓦
2 大谷古墳 大谷 古墳 古墳 丘陵裾 須恵器
3 大谷 2号墳 大谷 古墳 古墳 丘陵裾 円墳、鉄刀
4 築那印跡 大谷 寺院跡 平安～室町 扇状地 土師器、須恵器、瓦器、仏像瓦、文字瓦、石塔
5 賢遺跡 賢 散布地 奈良 扇状地
6 夏瀬の森遺跡 出 散布地 弥生 山麓 弥生土器
7 夏瀬の森祭祀遺跡 出 祭祀跡 弥生 丘陵頂 神奈備形の山岩、弥生土器
8 最勝寺跡 出 寺院跡 平安～室町 丘陵 瓦、瓦器、石塔
10 田殿尾中遺跡 尾中 集落跡 弥生～室町 沖積平野竪穴建物、環濠、水田跡、弥生土器、石器、瓦器

11 旧吉備中学校校庭遺跡 下津野 集落跡 弥生～鎌倉 河岸段丘竪穴建物、掘立柱建物、鋳造遺構、弥生土器、石器、小型青銅鏡、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器
12 野田の宝篋印塔 野田 石塔 南北朝 河岸段丘貞和二年銘、県史跡
13 観音寺跡 野田 寺院跡 平安～室町 河岸段丘布目瓦、瓦器
14 藤並遺跡 天満 散布地 古墳 河岸段丘竪穴建物、掘立柱建物、柵列、土師器、須恵器
15 天満古墳群 天満 古墳群 古墳 河岸段丘

15‐1 天満 1号墳
（泣沢女の古墳） 天満 古墳 古墳 河岸段丘円墳、横穴式石室、須恵器、耳環、刀子、ガラス玉、 帯、人骨、

県史跡
15‐2 天満 2号墳 天満 古墳 古墳 河岸段丘円墳
15‐3 天満 3号墳 天満 古墳 古墳 河岸段丘円墳

16 天満Ⅰ遺跡 天満 集落跡 縄文～室町 河岸段丘竪穴建物、掘立柱建物、土坑墓、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、和鏡（花文散双鳥鏡）、椀状鉄製品、刀子
17 天満Ⅱ遺跡 天満 散布地 古墳、鎌倉 河岸段丘土師器、瓦器
18 宗祇法師屋敷跡 下津野 旧宅 河岸段丘碑、古井戸、県史跡
19 藤並城跡 下津野 城跡 鎌倉～室町 河岸段丘濠、土塁
20 石ケ谷遺跡 西丹生図 集落跡 古墳～室町 丘陵裾 掘立柱建物、井戸、土坑墓、土師器、須恵器、瓦器、輸入陶磁器、瓦
21 羽釜古窯跡 土生 窯跡 中世 河岸段丘瓦器
22 城山窯跡群 土生 窯跡 古墳～平安 丘陵裾 窯跡 3基、須恵器、瓦
23 地蔵山窯跡群 土生 窯跡 古墳～平安 丘陵裾 窯跡 2基、須恵器、瓦（奈良～平安時代）
24 風呂の谷窯跡群 土生 窯跡 奈良～平安 丘陵裾 窯跡 4基、須恵器、瓦（奈良時代）
25 土生池遺跡 土生 散布地 旧石器、平安 山麓 ナイフ形石器、削器、掻器、石核、土師器、黒色土器
26 長楽寺跡 植野 寺院跡 平安～鎌倉 山麓 礎石建物、土師器、須恵器、緑釉陶器、瓦器、輸入陶磁器、瓦、銭貨
27 八幡神社板碑 奥 碑 室町 丘陵裾
28 八幡神社宝篋印塔 奥 石塔 室町 丘陵裾
29 地蔵山遺跡 土生 散布地 平安 河岸段丘
30 奥の宝塔及び宝篋印塔 奥 石塔 南北朝 河岸段丘宝塔（文中三年銘）、宝篋印塔（文中二年銘）、県史跡
31 奥Ⅰ遺跡 奥 散布地 平安 丘陵裾 瓦器

32 藤並地区遺跡
土生
明王寺
水尻

散布地 旧石器～鎌倉 河岸段丘
掘立柱建物、土坑墓群、ナイフ形石器、有舌尖頭器、土師器、須
恵器、陶棺、布目瓦、円面硯、瓦器、国産陶器、山茶椀、輸入陶
磁器、板碑

33 岩室城跡 田口 城跡 中世 山頂 湯浅氏・畠山氏の城、天正13年落城、二の丸・三の丸の平坦部が残存
35 奥Ⅱ遺跡 奥 出土地 縄文 丘陵 有舌尖頭器
36 土生池南岸遺跡 土生 出土地 古墳 丘陵 須恵器甕
37 土生池須恵器窯跡 土生 窯跡 奈良 丘陵 須恵器（坏、坏蓋、高坏、壺、甕、水煙形製品）

38 野田地区遺跡 野田 寺院跡
ほか 旧石器～中世河岸段丘、氾濫原

竪穴建物、掘立柱建物、宝篋印塔、大溝、石核、縄文土器、弥生土器、
土師器、須恵器、瓦、瓦器、建築材、梯子、木器、杮経、下駄など

39 湯浅城跡 熊井 城跡 中世 丘陵端 土塁、濠、康治二年湯浅宗重築城
40 小島遺跡 小島 散布地 弥生、室町 丘陵 弥生土器、石塔
42 崎山屋敷跡 井口 館跡 鎌倉　 丘陵
43 勝真山館跡 賢・船坂 館跡 中世 山頂

有田市
17 岩室城跡 宮原町須谷 城跡 中世 山頂 有田川町 33 に同じ
18 岩室遺跡 宮原町須谷 散布地 弥生 丘陵 弥生土器
22 糸我地蔵堂遺跡 糸我町中番 散布地 弥生 丘陵裾 弥生土器
39 雲雀山遺跡 糸我町中番 散布地 弥生 山腹 弥生土器
46 城跡 地蔵堂 城跡 中世 丘陵

湯浅町
5 湯浅城跡 青木 城跡 中世 丘陵 土塁、濠、康治二年湯浅宗重築城
6 青木Ⅰ遺跡 青木 散布地 室町 河岸段丘瓦器
7 青木Ⅱ遺跡 青木 散布地 弥生 河岸段丘弥生土器、土師器
8 青木Ⅲ遺跡 青木 散布地 古墳 河岸段丘須恵器（長頸壺）
10 山田北山遺跡 山田 散布地 室町 丘陵裾 鉄槍、瓦器、明銭
11 山田廃寺 山田 寺院跡 平安 丘陵裾 蓮華文軒丸瓦
12 山田堂山遺跡 山田 散布地 弥生 丘陵裾 弥生土器　
15 青木火葬墓 青木 墳墓 奈良 山腹 蔵骨器、和同開珎、帯金具、木炭
17 広保山城跡 吉川 城跡 平安 山頂 曲輪、空濠、湯浅宗重築城
21 帝の跡 山田 館跡 中世 河岸段丘

遺跡内での調査履歴有り 和歌山県教育委員会『和歌山県埋蔵文化財包蔵地地名表』2007 年
3 月 31 日発行を一部改変・補筆
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第3節　調査の経緯と経過 （既往の調査） （図 3～ 5）
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第Ⅱ章　発掘調査・出土遺物整理の方法

第1節　調査現場の記録作業
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第3節　出土遺物等資料の整理
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第Ⅲ章　各地区の調査成果と出土遺物

第1節　各地区の調査成果

１　調査の概要

1 3 の 、 42 、 ・

、13 の 1 13区
1 1・5・8・11区の 4 、 2 2・3・4・6・7・9・10・

12区の 8 3 、 の 13区 、

1 3 の 13 1区 、 の の 13 2・
3区

の 、 の の 、 の 、5区 5 1区 1
3 ・5 2区 2 3 、8区 8 1区 2 3 ・8 2区 1 3 、11区 11 1区

・11 2区 、13区 13 1区 1 3・13 2区 1 3・13 3区
1 3

、2015 27 の 2 の 4・6・7・9・10・12区
の

の 、 、

の

、 の の 、 の 区

の の の の

区の 、 、 1
のみ の の 、 の ・ み・

、13 1区 、 の

、 の 区 ・ の み み

の 、 の

、 の の 、 の ・ 、 の ・

・ 、

2　１区 6・7・39、 1・15
22

（1）基本層序

１区の 、 の の

（2）検出遺構と出土遺物

の 18 30 、101 み み 1

101踏み込み状遺構
101 み み 、 区の 区
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の 、 、 1 08 、 1 60 、 の

0 15
2006 区 の

、

（3）出土遺物

、 の 101 み み の 11 、

2 、 16 19 、 2 、 の 1 、 1 、 2 、

1 、 37

３　２区 8・9・39・40、 2・15・16
112

（1）基本層序

２区の 、

、 の

の 、

の 、 2
の

、 の の 0 、

1 10 6 1 、 2
2 5 6 1 、 2
3 2 5 6 2 、 4 2 5 7 1

、 5

0

2

2 5 2

0 00

7 1 区 区6 1 区 区

0

5

52

0 2 5 4 4

1 2 5 4 1
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7 101 み み 5 6 1
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0

5

0

0
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5 4 1 3 5
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5 10 7 8 8 8
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６　５区 16・17・18、
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、 ・ ・
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2 00

0
0

0

2

2 10 6 1

2 5 4 3

10 5 6 5 30 の

7 7 5 7 1 、
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７　６区 19・20・39・40、 ６・15・16
198

（1）基本層序

６区の 、 0
の の

1 ・ 2 の の

の 0
、

の 3 6 5 0
、 4 7 0

5 7 0
10 6 6 6 8

（2）検出遺構

区の 4 の

区 の

の 区の の 、 み み

み み の 0 08 0 12 、 0 20 の の

の 、 の

（3）出土遺物

3・3，・4 の の 17 ・ 9 12・
12 ・ 1 ・ 1 、 190 16・18 ・ 6 22・26 、

2 ・ 1 ・ 2 、 2 30 、

1 、 1 、 1 33 、 1 、 1 、 4 、 1 39 、

1 の 、 1 ・ 1 、

1 ・ 1 40 、 の ・ 5 2 ・

1 ・ 2 、 2 ・ 3 ・ 3 ・ 1 275
の

８　７区 22・21・39・40、 7・15・16
115

（1）基本層序

７区の 、 0 、 の 0 03 0 04 の 1・
2 0

の 3 5 7 1 の ・ 4 5 5 0
の 2 の 、

の 5 7 0 ・ 6 7 5 8 1
の

19 6 区 区

0

5

2

2

0

1 5 0

2 2 5 6 6 、

3 1 6 5 0 2 5 6 6

、0 5 1 の

1 2

3 2 3 1 、0 5
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4 1 7 0 、0 5 0 8

の 1
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6 8
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0
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（2）検出遺構

702溝
702 、 区の 、

区 の

、 1 60 2 40 、 の 0 50
、 4

、 の

701自然流路
701 、 区の 7区の

の 8区 、 の

、701 の の 、

8区 801 の

、 の 区 み み

の 、 の

（3）出土遺物

4 の 、 の 3 11・ 3 ・ 2 、

58 15 ・ 1 23 、 1 、 1 、 1 、 1
の 、 の 1 、 の 1 73
の

９　８区 22・23・24・39・40、 7・8・15
113

（1） 基本層序

区の 、 の 、 、

の の

（2）検出遺構と出土遺物

の 20 70 、 区

の の 801
801 の の 802

802溝 24、 8
802 、 区の 区 、

、 ・ 4 0
、 0 70 1 54 、 の 0 46

0 72

2

0

2

5 2

0

1

2 5 7 2 2 5 7 6

3 1 5 7 1

3 2 10 7 6 5 7 1

の 、

4 1 5 5 0 7 5 5 8 の

1 2 、

4 2 6 5 0 7 5 5 8

の

5 701 10 5 1

7 10 8 8

2 00

0
0

21 7 区 区

0

2

5

0

1 2 5 4 2

2 5 6 2

3 2 5 5 2 、

4 10 5 1

5 5 7 1

、

6 10 5 1

2 00

0
0

22 8 2 区 区
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、 の

の 1 、 の 1 、

2 、 の 1 10 、 5

803土坑
803 、 区 の 801 の

、 0 46 、

0 52 、 の 0 42

、 の 1
のみ

801自然流路
801 、 区の

区の の 、 、

区 の 0 40 の

801 5 の

80 、 の

、 1 、 の 2 3 、 2 ・

1 ・ 2 ・ 19 、 の 6 ・ 11 2 13 ・ 4 、

2 5 5 0

2

2 5 5

02

0

0

2

0 5
50

23 8 区 区

0

0

2

5

0

1 2 5 4 2

3 2 5 5 2 、

4 801 10 5 1

5 5 7 1

、

9 802 2 5 4 2

10 802 11 5

11 802 2 5 5 1

2 5 6 2

12 802 7 5 7 1

2 5 6 1

5

2 00

0
0

24 8 2 区 区 802
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53 ・ 1 24 、 2 、 102

（3）その他の出土遺物

の 、 区 の の 、 の 5 ・ 3 、 19
14・17 ・ 1 、 1 、 1 、 1 ・ 1 、 2 の

、 の 1 、 1 ・ 2 4 ・ 3 6 ・ 3 9 、

の 1 、 3 、 2 、 3 ・ 1 、 1 55 の

の 801

10　９区 25・26・27・39・40、
9・15・16

415

（1）基本層序

区の 、 み 0
4 0 5 の 0 、 の

の 1 2
3 5 7 1

の

の 4 2 、 4 1 10 6 1
4 2 5 5 0

、 の

、 4 2 13
の 、901

の

（2）検出遺構と出土遺物

区の の 2 の 3 、 1

902土坑
902 、 区の 、 903 、

、 1 55 、 3 00 、 の 0 25
、 の 5 6 2
、 の 1 のみ

904土坑
904 、 区の 、 903 、

、 、 1 05 、 の 0 18
、 の 1 00 、 の 1 、 の 1

のみ

25 9 区 区

2

2

0
2 2

5

2 2

2

1 1

1 2

1 3

2 1 10 7 8

2 2 2 5 6 2 10 7 8

の

2 3 2 5 7 1 、0 3 0 8

の 1

3 1 5 7 1 10 7 8

、0 3 0 8 の 1

3 2 3 1 、3 1 10 7 8

4 1 901 10 6 1 10 7 8

4 2 901 5 5 0 10 7 8

、 0 2 1 5 の 1

5 901 10 7 1 の

22 00

0
0
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2 5 0
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0

0
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0
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903溝
903 、 区の 、 、

902・904 、 の 0 50 0 90 、 9 0
の 0 10

、 の 2 のみ

901湿地状地形
901 、9区 の 、0 25

、901 4 の 4 ・ 6 ・ 3 ・

1 、 67 ・ 3 20・21 、 1 、 1 、

1 32 、 1 34 、 1 38 、 5 ・ 1 、 1 、 1
の 、 の 1 、 の 1 1 、

7 、 2 ・ 10 、 1 121 の

、 の の 、

、 の の

の の 区 、 、

、

（3）その他の出土遺物

の 、 3 の 、 の 2 、 2 、

1 の 、 の 2 ・ 2 、 の 1
10 の

、905 の 1

1 5 6 2 、

2 0

02

1 5 6 6

2 0

0

1 5 6 1 、

2 0

0

2

1 10 7 1

2

2 10 6 5 1 30

3 10 7 5 1

2 0

0

0
0
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11　10 区 26・28、 10・15
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（1）基本層序

10区 の 、9区
区 区 、

9区 の

10区の 、

の 0 の

の 1
2 、 の

3 5 7 1
、 4 9区 の

の 9区 2
4 の 5 10 7 1

の 、 5 区の 、 区の

4 の 10 8 1 5 の

（2）検出遺構

区の の の の 11区 の

5 8 の の 0 40 0 60 の

の 、9区 の の 9区 の の

、10区 の の 、

1001土坑
1001 、 区の の の 、 、

0 60 、 0 90 、 の 0 30

（3）出土遺物

4 の 、 の 7 ・ 3 ・ 1 、

43 ・ 1 、 3 、 1 、 1 、 1 、 1 、

1 の 、 の 1 ・ 1 5 ・ 1 ・ 3 、 の

1 、 1 71 の

12 11区 29・30・31・40、 11・12・16
372
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の 22 50 、 区の

1101土坑
1101 、 区の の 1102 み 1102 、1102

28 10 区 区

2

2

0
2

5

0

2

3 5 7 1 10 7 8

4 1 10 6 1 10 7 8

、

4 2 4 2 、4 2

4 2 5 5 0

5 10 7 1 の

6

22 00

0
0
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0

2 5 00

2
0

2 5 0

2 5 0

2

2 5 20

0 5250

30 11 区 区

2
2

2

1 2 5 6 1 、

2 5 6 1 、

区 9 1101

の 1

3 2 5 6 3 、

2 00

0
0

2
5

31 11 1 区 1101

22

2

1 2 5 4 4

2 5 7 1

22 5 6 3 、

2 0

0
0

29 11 2 区 区
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み 、 1 14 、 1 90 、 の 0 34

、 の 3 、 の 1 、 10 、 1 、

の の 1

1102落ち込み
1102 み 、 区の 10区

、 の 14 、 2 10 、

の 0 65
、 の 1 ・ 1 、 1 ・ 2

1103自然流路
1103 、 区の 10区 の

10 、 3 0 、 の 0 17 0 23
、 の 1 、 1 のみ

（3）出土遺物

の 、 、 区 、 の 4 、 1 ・

1 ・ 1 、 2 35 、 1 、

1 、 の 1 、 の 3 、 1
11区 の 、 39

13　12 区 32・33・34・39・40、 12・15・16
428

（1）基本層序

12区の 、 12区の 0 の み 0 2 0 4 の 区

0 の の 1 ：

、 2 ： 、

3 5 7 1
の み、5

10 の み の

、 、

の 4 、9区・10区
2
の 、 区の

（2）検出遺構

1201自然流路 34、 12
1201 、 区の

の

2

0 2
0

0 2
0

0

0 1

0 2 2 5 5 2 10 7 8

の

0 3 10 7 6 10 5 2

の 、0 2 0 5 の

1

1 1201 10 5 1 0 5 1

の 1

2 1201 10 5 2 0 5 1

の 1

3 10 7 8 10 8 1

の 、0 5 1 の

2

2 00

0
0

32 12 区 区
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4 の

の 、 区 の の

、

の 5 70 、 の の

1 76
の 、5 の

4 、 の

の

、

、 の 1201
4 の

3 、 12 、 1 ・ 1 、

1 、 1 、

1 、 1 37 、 1
、 の 2 8
24 の

　1202土坑
1202 、 の 、

区

、 0 80 1 20 、

3 10 、 の

0 15 0 22 、

10 7 6
、

1203落ち込み（湿地状地形）
1203 み 、

区の 、

区

5 6 1
、 の

、

の 、 区 の

30 の 、 3 8 の 3
の

の の の

0

2 5 20

2 5 0

20

202

20

20

0 0200

33 12 区 区
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2

0

2

5

3 5 7 1 10 7 8 、

0 3 0 8 の 1

4 1 10 6 1 10 7 8

4 1 4 1 、4 1

4 2 5 5 0 10 7 8

5 5 6 1 、0 2 1 の

6 4 0 、0 1 0 3 の 7

7

8 10 4 1

9 5 6 5 1 、0 1 0 3 の 2

10 3 0 、

11

12 5 6 4 5 7 1

13 3 0 の

14 10 7 8 10 8 1

の 、0 5 1 の 2

22 00

0 0 2

34 12 区 1201

、 の 5

（3）出土遺物

の 、 1204 の 1 、 区 の

1 、 1 、 1 、 1
12区 の 、 29

14　13‐1 区 35・36・37、 13
、118 6

（1）基本層位

、

、

、

の の 0 、 の 3
1 の 、 2

の 3 、

2 5 6 6 、

2 5 6 2

（2）検出遺構

区の の 、

、

の 、

2

0

5

0

1 の 2 5 5 2

2 の 2 5 5 3

2 5 6 4

3 の 2 5 5 4

5 の 5 5 3

6 1305 み 5 6 1

7 2 5 6 2

25 00

0
0

35 13 1 区 区
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、

、 29 4

3 、

1305 み の 1 、

の 、 3 ・ ・

1301・1302溝
1301・1302 、 区の

、

1301
0 75 、 の 0 07 、

3 60 1302 0 4 、 の

0 03 、 2 60
、1301 の 4 、

の 1
、

1303土坑
1303 、 区

1304 の

、

0 62 、 1 30 、

の 0 36
、 の 3
、 の

1304溝
1304 、 区

区 、

0 80 、 の

0 20 、 6 00
、 の 6
、 の

0

0

0
02

05

0

2 5 0

2 5 0

0
0

0

0

2

2

0 0200

36 13 区 区
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1305落ち込み
1305 み 、 区

、 区

、

の 0 25 、

、 の 3 ・ 1 ・

1 、 18 ・ 2 、

1

（3）出土遺物 

の の 、 区の 、1305 み 1306 の

9 、 2 、 1 、 の の

1 、 2 、 1
13 1区 の 、 56

（4）小結

の 区 、 のの、 の

、 、

区 の 、

1304 、 42
の 区 1995 3 区

42 、

の 、1305 み の 、

の

2

1 2 5 5 2 、 10

2 5 6 1 、 10

3 2 5 4 1

4 10 4 1

2 20

0

2

1 2 5 6 2

2 2 5 6 1

1 2 5 6 4

2 20

0

2 20

02 0

0
0

37 13 1 区 1301・1302・1304 、1303

10 1991 区 13 区
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15 13 2・3区 36・38、 13・14・16
、261 2

（1）基本層序

、 、 、

の の 0 、 の

10 1 の 、2 の 、3 の 、4
の 、5 の の 、6 の 、

7 10 の 、11
11 、2 5 5 6

（2）検出遺構

区 13 2区の の 、 、

2 、 1
、 13 3区 み 1 、

13 2区 1 ・ み 1

1311落ち込み
1311 み 、13 3区の 区 6

区 、 みの 、

1 50 、 2 70 、 の 0 13
、 の 31

2

0

0

25 00

0 10 5 4 ・

4 0

1 2 5 5 1 ・

2 2 5 8 2

2 5 5 4 5 6

1 の の

3 5 5 1 、 、

2 5 5 1 み

4 2 5 5 3 5 4 、 、

5 6 1 み

6 2 5 6 1 ・

2 5 5 4 5 3 ・

0 5 1 の 、

7 2 5 6 1

10 7 1 み

2 5 5 4

8 2 5 3 1 10 3 1 、

、 、5 0

9 2 5 6 2 ・ 、

10 2 5 5 6 ・ 、

、11 、0 5 1 の

11 2 5 5 6 、 、0 5 1

の

7 、 の 2 5 6 1 の

、

、

0
0

38 13 2・3 区 区
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1312土坑
1312 、13 2区の の の の

の 、 0 70 、 1 35 、 の

0 34 、

、 の 1 、 の 2

1313落ち込み
1313 み 、13 2区の の 、 の

みの 、 3 50 、 2 10 、 の

0 15 0 24
、

1313 み 、 13 1区 1305 み の

（3）出土遺物

の の 、2 2 、1
1 ・ 1 、 2 、 4

13 2・3区 の 、 14

（4）小結

の 区 、 のの、 の み の

、

、 区 の 、

の 、1313 み の 、

13 1区 の

13 2・3区 、1995 3 区 42
の 区 の 区

、 の の 、 の 7 10
のの、 の 、 区

の 区 の の 、
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第Ⅳ章　総括

の 、 20 25 の 、

、 の の 、 42 の

40 、 0 ：

の 区 の

、 の 区

、 、1区 13区 区の の

、 ・ の 、

、 、 の 4
の の の

、 区の 9区・10区・12区 、 の 9区
の 、 、 の

の 、 、

、 、

の の 、 の

の 、 の の 、 の の 、

の の 、

の

42 の 、

、 の 、 の

42 、

の 、 の の

、 区 ・ ・ の

【引用・参考文献】

1982 ・ 区 12

1985 ・ 区

1995 区 42

2005 の

2008 区

2
2012 区



─ 40 ─ ─ 41 ─

大凡の時代 旧石器・
縄文 弥生前・中期 弥生後期

・終末期
古墳

（布留式～） 飛鳥・奈良・平安 平安末・鎌倉・室町 江戸
（近代含む）

不
明

合
計

地

区

縄

文

土

器

石
器
剥
片
他

小

計

弥
生
土
器

石
器
剥
片
他

小

計

弥

生

土

器

石
器
剥
片
他

小

計

土

師

器

須

恵

器

そ
の
他
不
明

小

計

土

師

器

黒

色

土

器

須

恵

器

緑

釉

灰

釉

そ
の
他
瓦
不
明

小

計

土

師

器

瓦

器

土

釜

須
惠
質
土
器

瓦

質

土

器

陶

器

磁

器

そ
の
他
瓦
不
明

小

計

土
師
質
土
器

陶

磁

器

そ
の
他
瓦
不
明

小

計
前
期
中
期

1 1 区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 11 16 2 2 0 0 0 0 31 0 4 1 5 0 37
2 2 区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 37 0 2 47 10 90 0 2 0 0 0 1 103 0 0 0 0 0 150
3 3 区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 4 区 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 2 11 11 42 0 4 0 0 1 4 62 0 0 0 0 0 74
5 5 区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 0 5
6 6 区 0 0 0 0 1 1 2 1 1 2 0 0 0 0 8 0 9 0 0 17 27 196 12 2 5 3 2 7 254 0 0 0 0 0 275
7 7 区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 6 59 2 0 0 2 1 1 71 0 1 0 1 0 73
8 8 区 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 5 0 33 0 1 39 22 74 7 2 1 0 1 4 111 0 5 5 10 1 163
9 9 区 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 26 0 1 28 13 75 3 1 1 2 2 8 105 0 3 0 3 0 138
10 10 区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 6 8 44 3 0 3 1 0 4 63 0 1 1 2 0 71
11 11 区 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 3 0 1 0 0 4 8 16 1 0 0 0 2 2 29 0 3 1 4 0 39
12 12 区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 3 13 0 0 0 3 2 2 23 1 3 0 4 0 29
15 13 区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 7 42 0 0 0 2 0 3 54 0 14 1 15 0 70
合　計 0 2 2 0 1 4 5 1 3 4 0 0 0 0 27 0 125 0 6 158126667 30 13 10 13 11 36 906 1 34 13 48 1 1124

区 区 の 区 の 区
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１区：19、２区：7・25・27、４区：28・29・36、６区：2・12・16・18・22・26・30・33・39・40、

７区：11・15・23、8 区：3・4・6・9・10・13・14・17・24、9 区：1・20・21・32・34・38、

10 区：5、11 区：35、12 区：8・37、13 区：31
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2015 ～ 2018 藤並地区遺跡　出土遺物一覧
遺物 
番号

挿図 
番号

写真 
図版

調査次数
地区

実測遺物 
登録番号

出土遺物 
登録番号

地区 
取上区画

遺構面 
堆積層位

遺構番号・種類 
遺構層位 遺物種類 器種 部位 残存率 備考

1 39 15 第 2 次 
9 区 30 119 E17  

f2･3 第 4 層 ――― 土師器 枕 底部 
（高台部）

高台部 
25%

全体に磨滅著しいため調整不明確、高台断面形は非常
に高い断面三角形、奈良時代、反転復元

2 39 15 第 2 次 
6 区 15 92 E16  

h2 取上げ 2 ――― 土師器 鍋 把手 90%
全体に磨滅著しいため調整不明確、把手は鍋体部に挿
入する、胎土に 1 ～ 2mm 大の砂粒を多量に含む、奈
良時代

3 39 15 第 1 次 
8 区 23 27 E16  

g20 ――― 801 自然流路 
埋土 土師器 竃 袖 5% 

以下

全体に磨滅著しいため調整不明確、外面は縦位の粗い
ハケ調整の後に突帯を貼り付け、胎土に 1 ～ 3mm 大
の砂粒を多量に含む、奈良時代、細片のため断面 ･ 表
面のみ

4 39 15 第 1 次 
8 区 19 14 E16   

g19 東壁側溝 ――― 須恵器 坏蓋 摘部 
～天井部 5% ロクロ回転方向 : 右回り、外面全体に自然釉が薄く付

着する、奈良時代、反転復元

5 39 15 第 2 次 
10 区 35 154 E17 

e20  第 4 層 ――― 須恵器 坏蓋 口縁部 20% ロクロ回転方向 : 右回り、天井部外面は回転ヘラケズ
リか、奈良時代、反転復元

6 39 15 第 1 次 
8 区 27 41 E16  

g21 ――― 801 自然流路 
上層 須恵器 壺 口縁部 20% ロクロ回転方向 : 左回り、内外面全体に自然釉厚く付

着する、奈良時代、反転復元

7 39 15 第 2 次 
2 区 4 18 E12 

r18 第 4 層 ――― 須恵器 甕 口縁部 10% ロクロ回転方向：右回り . 奈良時代、反転復元、細片
のため口径不明確

8 39 15 第 2 次 
12 区 38 165 E18  

d5 ――― 1201 自然流路 
第 4 層 須恵器 甕 口縁部 10% ロクロ回転方向 : 左回り、焼成遺存はやや軟質化、奈

良時代、反転復元、細片のため口径不明確

9 39 15 第 1 次 
8 区 26 39 E16  

g21 ――― 802 溝 須恵器 甕 口縁部 5% 
以下

ロクロ回転方向 : 右回り、焼成遺存はやや軟質化、胎
土は極めて良好緻密、奈良時代、細片のため断面のみ

10 39 15 第 1 次 
8 区 25 37 E16  

h21 ――― 802 溝 
下層 瓦 平瓦 ――― ――― 焼成遺存は良好堅緻、凹面布目痕、凸面格子タタキ、

奈良時代、細片のため断面 ･ 表面 ･ 背面のみ

11 39 15 第 2 次 
7 区 16 101 E16  

g13
第 4 層 

西壁側溝 ――― 土師器 皿 口縁部 
～底部 25% 全体に磨滅著しいため調整不明確、底部底面はユビオ

サエ ･ 内面はユビナデ、鎌倉時代、反転復元

12 39 15 第 2 次 
6 区 13 82 E16  

g8 第 4 層 ――― 土師器 小皿 口縁部 
～底部 30%

焼成遺存はやや軟質化、全体に磨滅著しいため調整不
明確、底部底面は回転糸切りの痕跡あり、鎌倉時代、
反転復元

13 39 15 第 1 次 
8 区 22 26 E16  

h21 ――― 801 自然流路 
埋土 土師器 小皿 口縁部 

～底部 75% 全体に磨滅著しいため調整不明確、鎌倉時代

14 39 15 第 1 次 
8 区 20 20 E16 

g20 ～ 22  東壁側溝 801 自然流路 
埋土 瓦器 椀

口縁部 
～底部 

（高台部）
10%

焼成遺存はまま良好、外面はやや磨滅ぎみのため調整
不明確、内底面（見込）に連結輪状の暗文 ･ 内面側壁
のヘラミガキは幅 1 ～ 2mm でやや粗く施される、高
台断面形はやや低い断面三角形、鎌倉時代、反転復元

15 39 15 第 2 次 
7 区 17 101 E16 

g13 　
第 4 層 

西壁側溝 ――― 瓦器 椀 口縁部 
～体部 25%

焼成遺存はやや軟質化、全体に磨滅著しいため調整 ･
暗文不明確、内面側壁のヘラミガキは幅 2 ～ 3mm で
やや粗く施される、鎌倉時代、反転復元

16 39 15 第 2 次 
6 区 11 77 E16  

h8
第 3’層 

第 4 層 ――― 瓦器 椀 口縁部 
～底部 10% 焼成遺存はやや軟質化、全体に磨滅著しいため調整 ･

暗文不明、鎌倉時代、反転復元

17 39 15 第 1 次 
8 区 24 33 E16  

h21 ――― 801 自然流路 
埋土 瓦器 椀

体部 
～底部 

（高台部）
20%

焼成遺存はやや軟質化、全体に磨滅著しいため調整 ･
暗文不明、内面側壁のヘラミガキは僅かに遺存するが
図化できない、高台断面形は高い断面三角形、鎌倉時
代、反転復元

18 39 15 第 2 次 
6 区 12 82 E16 

g8 第 4 層 ――― 瓦器 碗 底部 
（高台部） 40%

焼成遺存はまま良好、全体に磨滅著しいため調整 ･ 暗
文不明、高台断面形は高い逆三角形、鎌倉時代、反転
復元

19 39 15 第 1 次 
1 区 1 2 E12 

s8･9 調査区西側 ――― 瓦器 椀 底部 
（高台部）

高台部 
50%

焼成遺存はやや軟質化、全体に磨滅著しいため調整・
暗文不明確、内底面（見込）は窪み底状を呈する、高
台断面形は高い逆三角形、鎌倉時代、反転復元

20 40 16 第 2 次 
9 区 31 117 E17  

g4
第 4 層 

西壁側溝 ――― 瓦器 小皿 口縁部 
～底部 25% 焼成遺存はまま良好堅緻、全体にやや磨滅ぎみ、鎌倉

時代、反転復元

21 40 16 第 2 次 
9 区 29 113 E16  

g24
第 4 層 

北壁側溝 ――― 瓦器 小皿 口縁部 
～底部 25%

焼成遺存はまま良好堅緻、全体に磨滅ぎみのため調整
不明確、内面全体は埋没堆積土の色素沈着のためまだ
らに 2.5Y6/8 明黄褐色を呈する、鎌倉時代、反転復
元

22 40 16 第 2 次 
6 区 14 91 E16  

h2 取上げ 1 ――― 瓦器 小皿 口縁部 
～底部 40% 焼成遺存はやや軟質化、全体に磨滅著しいため調整不

明確、鎌倉時代、反転復元

23 40 16 第 2 次 
7 区 18 106 E16       

h12
第 4 層 

西壁側溝 ――― 瓦器 小皿 口縁部 
～底部　　 30% 焼成遺存はやや軟質化、全体に磨滅著しいため調整不

明確、鎌倉時代、反転復元

24 40 ―― 第 1 次 
8 区 21 21 E16 

h20 ～ 22 西壁側溝 801 自然流路 
埋土 瓦器 小皿 口縁部 

～底部 20%
焼成遺存はまま良好、内面全体は埋没埋積土の色素沈
着のため 2.5Y6/8 明黄褐色を呈する、外面腰部は細
かい間隔の連続するユビオサエ、鎌倉時代、反転復元

25 40 16 第 2 次 
2 区 2 14 E12

r19 第 4 層 ――― 瓦器 小皿 口縁部 
～底部　 50% 焼成遺存は軟質化、全体に歪みやや著しい、全体に磨

滅著しいため調整不明確、鎌倉時代、一部反転復元

26 40 16 第 2 次 
6 区 8 63 E16  

g2 第 4 層 ――― 瓦器 小皿 口縁部 
～底部 50% 焼成遺存はやや軟質化、全体に歪みやや著しい、全体

に磨滅やや著しいため調整不明確、鎌倉時代

27 40 16 第 2 次 
2 区 3 14 E12 

r19 第 4 層 ――― 山茶碗 椀 底部 
（高台部）

高台部 
15%

焼成遺存はやや軟質化、内底面（見込）見込に自然釉
が薄く付着する、高台断面形は高い逆三角形、底部底
面は軽い回転ヘラケズリ調整、鎌倉時代、反転復元

28 40 16 第 2 次 
4 区 7 24 E5  

j11 第 4 層 ――― 東播系 
須恵器 捏鉢 口縁部 5% 

以下

ロクロ回転方向：左回り、口縁部端面に自然釉が薄く
付着する、東播系第Ⅱ期第 2 段階、細片のため断面の
み

29 40 16 第 2 次 
4 区 5 23 E5 

i14 第 4 層 ――― 東播系 
須恵器 捏鉢 口縁部 5% 

以下

ロクロ回転方向：左回りか、口縁部端面に自然釉が厚
く付着する、東播系第Ⅲ期第 1 段階、細片のため断面
のみ

30 40 16 第 2 次 
6 区 9 67 E16   

h2 第 4 層 ――― 東播系 
須恵器 捏鉢 口縁部 5% ロクロ回転 : 左回り、口縁部端面に自然釉が薄く付着

する、東播系第Ⅲ期第 2 段階、細片のため断面のみ

31 40 16 第 3 次 
13-3 区 41 2 E18a23 5 層 ――― 瀬戸美濃系 天目茶

碗 口縁部 5%
内外面共に 2.5YR2/1 赤黒色を呈する、外面の一部
に釉溜りが認められる、室町時代、反転復元、細片の
ため口径 ･ 傾き不明確

32 40 16 第 2 次 
9 区 33 134 E17  

e4      
第 4 層 

東壁側溝 ――― 無袖陶器 
備前 擂鉢 口縁部 5% 

以下
内面は 10R4/1 暗赤灰色 ･ 外面は 10R4/3 赤褐色を
呈する、乗岡編年中世 6a 期、細片のため断面のみ

33 40 16 第 2 次 
6 区 10 68 E16  

h3 第 4 層 ――― 常滑 甕 口縁部 5% 
以下

ロクロ回転方向 : 左回り、口縁部内面に自然釉が薄く
付着する、鎌倉時代、細片のため断面のみ

34 40 ―― 第 2 次 
9 区 28 113 E16 

g24 
第 4 層 

北壁側溝 ――― 龍泉窯系 
青磁 碗 口縁部 10%

内外面共に無数の細かい擦痕あり、釉調は 7.5GY7/1
明緑灰色を呈する、鎌倉時代、反転復元、細片のため
口径 ･ 傾き不明確

35 40 16 第 1 次 
11 区 36 54 E17  

e･f16 ――― ――― 龍泉窯系 
青磁 碗 口縁部 10%

内外面共に細かい貫入あり、釉調は 10Y5/2 オリー
ブ灰色を呈する、鎌倉時代か、反転復元、細片のため
口径 ･ 傾き不明確

36 40 16 第 2 次 
4 区 6 24 E5 

j11 第 4 層 ――― 龍泉窯系 
青磁 碗 口縁部 5% 

以下
内外面共に釉調は 10Y6/2 オリーブ灰色を呈する、
内外面共に細かい貫入あり、鎌倉時代、反転復元
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2015 ～ 2018 藤並地区遺跡　出土遺物一覧 2

遺物 
番号

挿図 
番号

写真 
図版

調査次数
地区

実測遺物 
登録番号

出土遺物 
登録番号

地区 
取上区画

遺構面 
堆積層位

遺構番号・種類 
遺構層位 遺物種類 器種 部位 残存率 備考

37 40 16 第 2 次 
12 区 37 161 E18  

c4･5 ――― 1201 自然流路 
第 4 層

中国製 
染付 碗 底部 

（高台部） 50% 釉調は 10BG7/1 明青灰色を呈する、室町時代、反
転復元

38 40 16 第 2 次 
9 区 32 123 E17  

f7 第 4 層 ――― 白磁 碗 口縁部 5% 
以下

内面に無数の細かい擦痕あり、釉調は 10Y7/1 灰白
色を呈する、平安時代末～鎌倉時代、細片のため断面
のみ

藤並地区遺跡　出土遺物一覧　木製品（W）・石器（S）
遺物 
番号

挿図 
番号

写真 
図版

調査次数
地区

実測遺物 
登録番号

出土遺物 
登録番号

取上 
区画

遺構番号 
層位

遺構面 
堆積層 遺物種類 器種

法量
石材 備考

長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重量（g）

39 40 16 第 2 次 
6 区 W1 70 E16  

h5 ――― 第 4 層 木器 籌木 （16.1） 1.3 0.7 ＿＿＿ 樹種同定未 基部は一部欠損か、先端は炭化

40 40 16 第 2 次 
6 区 S1 43 E16  

h2 ―――
第 3 層 

底面 
北壁側溝

石器 石鏃 （5.1） 2 0.5 （4.72） サヌカイト 先端及び墓部は一部欠損か、側縁に
一部欠損、細部調整はやや粗い
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写
真
図
版
1
　
調
査
地
全
景
・
1
区
調
査
遺
構

１ ： 区 10区

２ ： ７区 ６区

１区 区



２ ２区 区

１ ２区 区

写
真
図
版
2
　
2
区
調
査
遺
構



写
真
図
版
3
　
3
区
調
査
遺
構

１ 区 区

２ 区 区

区 302



６ ４区 405４区 403

４ ４区 402４区 401

２ ４区 区

写
真
図
版
4
　
4
区
調
査
遺
構

１ ４区 区



写
真
図
版
5
　
5
区
調
査
遺
構

１ １区 区

２ ２区 区

２区 区



６区 ４ ６区

２ ６区 区

写
真
図
版
6
　
6
区
調
査
遺
構

１ ６区 区



写
真
図
版
7
　
7
・
8
区
調
査
遺
構

１ ７区 区

２ ７区 区

１区 区



２区 802

２ ２区 区

写
真
図
版
8
　
8
区
調
査
遺
構

１ １区 801 み 区



写
真
図
版
9
　
9
区
調
査
遺
構

１ 区 区

２ 区 区

６ 区 906区 904

４ 区 903区 902



10区 1001

２ 10区

写
真
図
版
10
　
10
区
調
査
遺
構

１ 10区 区



写
真
図
版
11
　
11
区
調
査
遺
構

１ 11 １区 区

２ 11 ２区 区



12区 1201

２ 12区 区

写
真
図
版
12
　
11
・
12
区
調
査
遺
構

１ 11 ２区 1102 み



写
真
図
版
13
　
13
区
調
査
遺
構

１ 13 １区 区

２ 13 １区 区

13 ２区 区



13 区 区

２ 13 区 区

写
真
図
版
14
　
13
区
調
査
遺
構

１ 13 区 区



写
真
図
版
15
　
出
土
遺
物
1

2

5

8

10

13

16

19

2

4

7

10

12

15

18

1

3

6

9

11

14

17

1区：19、2区：7、6区：2・12・16・18、7区：11・15、8区：3・4・6・9・10・13・14・17、9区：1、10区：5、12区：8 39



写
真
図
版
16
　
出
土
遺
物
2

20 21 22

26

25

23

27

30

28

29

32

35

36

38

40
37

37

33

39

31

2区：25・27、4区：28・29・36、6区：22・26・30・33・39・40、7区：23、9区：20・21・32・38、
11区：35、12区：37、13 3区：31

40
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